
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24年度 3月号 

＜事務局＞ 

事務局長  平井 誠敏 （慈泉寮） 

事務局次長 恒松 大輔 （あすなろ荘） 

庶務    久野 亨  (まつぼっくり) 

田村 崇 （倉吉スマイル） 

    山中 友子（鳥取フレンド） 

（平
成
二
十
四
年
度
）
全
国
自
立
援
助
ホ
ー
ム
協
議
会
実
施
事
業 

研
修
委
員
会 

・
ホ
ー
ム
長
研
修
会
（
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
） 

平
成
二
四 

年
四
月
二
十
三
、
二
四
日 

参
加
者
七
十
名 

・
女
性
ス
タ
ッ
フ
研
修
会
（
名
古
屋
） 

平
成
二
四 

年
七
月
二
十
六
、
二
七
日 

参
加
者
四
十
一
名 

・
全
国
大
会
（
宮
崎
：
宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
） 

平
成
二
四 

年
十
月
三
十
、
三
十
一
日 

参
加
者
約
一
五
〇
名 

・
新
規
ホ
ー
ム
研
修
会
（
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
） 

平
成
二
十
五
年
二
月
五
、
六 

 
 

日 
参
加
者
五
十
三
名 

・
Ｃ
＆
Ｐ
自
立
援
助
ホ
ー
ム
職
員
研
修 

（
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

平
成
二
十
五
年
三
月
九 

 
 
 
 

日 

参
加
者
五
十
八
名 

 

制
度
政
策
委
員
会 

 

こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
国
に
対
す
る
予
算
要
望

か
ら
、
今
年
度
は
建
物
の
賃
借
料
を
措
置
費
に
算
定

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
収
入
の
無
い
児
童
の
医
療
費

補
助
、
第
三
者
評
価
受
審
に
係
る
経
費
の
補
助
、
特

別
育
成
費
の
支
給
等
々
の
改
善
が
な
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
来
年
度
へ
向
け
て
の
要
望
事
項
を
運
営
役 

   

員
会
な
ど
で
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。 

 

調
査
研
究
委
員
会 

 

主
と
し
て
自
立
援
助
ホ
ー
ム
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

編
集
作
業
委
員
会
と
し
て
制
作
編
集
に
関
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。 

① 

ホ
ー
ム
人
数
調
査
の
実
施 

② 

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
編
集
作
業
委
員
会
へ
の
協
力 

③ 

損
害
保
険
加
入
調
査
の
実
施 

④ 

退
居
後
の
支
援
、
二
十
歳
以
降
の
支
援
全
国

実
態
調
査
の
実
施 

 

事
務
局 

 

今
年
度
事
務
局
で
は
、
会
計
ソ
フ
ト
を
導
入
と

事
務
局
次
長
を
設
け
、
今
後
の
効
率
的
な
事
務
局

運
営
の
た
め
の
改
善
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
今
年
度
は
、
計
７
回
の
運
営
役
員
会
を
開

催
し
、
そ
の
運
営
事
務
に
あ
た
り
ま
し
た
。 

  

 

平
成
２
５
年
４
月
２
２
日
、２
３
日
に

第
７
回
全
国
自
立
援
助
ホ
ー
ム
長
研
修

会
・
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
す
で
に
参

加
申
し
込
み
は
お
済
み
の
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、参
加
費
振
り
込
み
が
ま
だ
の
方

は
、
４
月
５
日
ま
で
に
、
指
定
の
方
法
で

お
振
り
込
み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

事 

務 

連 

絡 

編 

集 

後 

記 

 

こ
の
た
び
は
、
年
た
っ
た
一
回
の
し
か

も
こ
ん
な
シ
ン
プ
ル
な
事
務
局
便
り
に

な
っ
て
し
ま
い
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

 

今
年
度
“
厄
年
”
だ
っ
た
私
は
、
本
当

に
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
公
私
と
も
に

混
迷
極
め
た
年
度
で
し
た
。
い
ろ
ん
な
こ

と
を
厄
年
の
せ
い
に
し
て
い
ま
す
が
、結

局
は
自
身
の
至
ら
な
さ
が
原
因
で
す
。深

く
反
省
す
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。（
田
村
） 

 


